
業務の取り組みをテーマに

島田裕次氏（以下　島田）　毎年、ファ
ミリ会論文には、会員の方 よ々り多くの
応募がありますが、2016年度は、今
回お招きした瀬古さんの『ワークライフ
バランス実現に向けた支援とは　育児・
介護社員に関する課題及び施策の仮
説立案から効果検証を踏まえて』が優
秀論文に、吉田さんの『客先常駐型ビ
ジネス構造の中小IT企業における人財
育成の実践報告』が秀作論文に選ばれ
ました。ファミリ会主催ということで、
ICT事例の論文が多いと思われがちで
すが、今回のように世の中の動きに則
した、多様なテーマが寄せられていま
す。まずお二人が応募された経緯と、
テーマ選びについてお聞かせください。
瀬古美菜子氏（以下　瀬古）　今回の論
文のテーマである、育児・介護社員の
ワークライフバランス支援は、1年ほど
前から業務として取り組みを始めていま
した。以前、ファミリ会論文に応募され
た論文を読ませていただく機会があり、
今回のテーマなら書けるのではないか
と思い、挑戦を決めました。
吉田一美氏（以下　吉田）　私も現在の
業務からテーマを選定しました。これま
で 5 年間ほど人材育成のための施策

に携わっており、こうした業務を改めて
見直すには、論文はとてもいい機会に
なると、上司からすすめられたのがきっ
かけでした。
島田　論文作成は構成力や論理展開
力、文章力など様々な力が求められま
す。今回の論文執筆は、良い経験に
なりましたか。
瀬古　はい、とても良い勉強になりまし
た。私の場合、業務中はなかなか時間
が取れなかったため、自宅に戻って子
どもを寝かしつけて、夜の 22 時頃から
集中して書きました。エントリー特典と
して提供される『レポート・論文の書き
方入門（河野哲也 著、慶応義塾大学
出版会）』がとても参考になりました。
特にその中にあった「本を書く作者に
なったつもりで書きなさい」という内容
の文があって、それが心に響きました。
全体の流れを考えつつも、夜は書きた
い気持ちを込めて一気に書きました。
さらに昼間、業務の時間が空いたとき
に冷静に見直し、推敲を重ねながら、
3週間ほどで書き上げました。
吉田　私は、部内の業務を検証する
意味合いや上司の後押しもあり、比較
的仕事が落ち着いている勤務時間内に
執筆しました。上司からの指導が、と
ても力になりました。吉田 一美 氏
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社内外からの評価が
大きな自信に

島田　論文執筆にあたって、苦労し
た点や気づきなどはありましたか。
吉田　論文をどのようにまとめ上げ
るかに苦労しました。業務はまず目
的を考え、行動を起こしますが、論
文はこうした取り組みをどう評価し
て、成果を分析し、まとめるか。そ
の点が難しいと感じましたが、論文
を書き上げることで、今後の課題も
明確になり、さらにどんな施策に取
り組むべきかなど、次に向けての思
いが湧き上がってきたのも大きな財
産。ここで終わりではないと改めて
感じることができました。
瀬古　私は今回、論文を作成する上
で、様々なデータを分析しましたが、
こうした作業は一緒に仕事に取り組
んでいるチームの仲間の協力があっ
たからです。とても一人の力ででき
るものではなく、改めて周りの方々
の協力に感謝しています。
島田　お二人の論文は見事、優秀論
文、秀作論文に選ばれました。反響
はいかがでしたか。
瀬古　受賞は社内からも高く評価さ
れ、私たちの取り組みを社内に浸透

させるきっかけづくりにもなりまし
た。また社外の方々からの評価は客
観的な指標でもあり、たいへんうれ
しく、自信にもなりました。
吉田　賞をいただけたことは、社内
の上層部から私たちの業務への再評
価につながったと感じています。
島田　授賞式には皆さんの会社の社
長や上司の方々もいらっしゃって、
とても喜ばれていました。企業とし
てもこうした優秀な人材がいること
を外部にアピールできる、すばらし
いことです。

論文は自分が成長する
貴重な機会

島田　これからファミリ会論文に挑
戦したいと思われている方々に、伝
えたいことはありますか。
吉田　今やっている業務がなぜ、何
のためにやっているかを改めて考え
て整理していく。論文はそうした機
会を与えてくれるきっかけになると
思います。自分の身近な課題に向き
合い、整理することで、次の一歩を
進むために必要なことが見えてきま
す。まずは自分の業務を見直してみ
るのも良いのではないでしょうか。

瀬古　自分自身に関する課題、会社と
しての課題、社会全体の課題。身の
回りに課題はたくさん落ちています。そ
ういった課題にまずは目を向けてみるこ
と、そして課題を解決するためにはどう
したら良いかを考えることが、論文を書
いてみようと思えるきっかけになるので
はないでしょうか。論文を書く作業は確
かに苦しくもありますが、同時に楽しさ
もある。私も貴重な経験をさせていた
だきました。
吉田　それに提出した論文には論文委
員の方たちからていねいなコメントがい
ただけます。社外の方から意見やアドバ
イスを得られる機会はなかなかありませ
んので、とても貴重でうれしく感じました。
これも大きな魅力ではないでしょうか。
島田　そう言っていただけるとうれしい
ですね。論文委員会でも『論文の書き
方』セミナーを開催するなど、応募し
やすい環境づくりに積極的に取り組ん
でいます。そうした機会を活用して、ぜ
ひより多くの方々に参加していただきた
い。ものを書く楽しみ、考える楽しみ、
そういう喜びをファミリ会論文をきっか
けにしてほしいと思っています。本日は
どうもありがとうございました。今後の
さらなるご活躍を期待しています。
〈論文募集の詳細は本号P17に掲載〉

左：ファミリ会内田会長
より表彰状の授与（春季
大会／5月19日）

上：これから論文執筆に
挑戦される方へメッセージ
をいただいた

右：5月18日に開催された
「富士通フォーラム2017」で
の論文発表の様子

下：受賞者を代表しての
挨拶に、会場からは盛大な
拍手が送られた
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　昨今の環境変化からワークライフ
バランスに関する機運が高まってい
る。当社においても育児・介護社員
の増加が予測される中、自身の経験
やヒアリングから、次の仮説を立てた。

・育児社員の成長やキャリア形成に
関する課題があり、制度や運用面の
支援が必要

・介護社員の実態が不透明であり、
潜在介護社員を含む課題の可視化と
支援が必要

　様々な職場や環境の声を反映でき
るよう、部門横断・男女混合のメン
バーからなるワークライフバランス
推進委員会を発足した。全社員を対
象にアンケートを実施し、育児社員、
介護社員、管理職のセグメントで課
題を可視化させた。抽出した課題に
対する各施策を導入した結果、1年
弱で離職率が改善された他、育児・
介護社員のパフォーマンス向上、職
場の意識改革に効果が表れている。
　これらの仮説立案から効果検証まで
を論述するとともに、真のワークライ

フバランス実現に向けて会社として支
援できることは何かを考察する。

　当社では、もともと育児や介護を
しながら仕事を両立するための制度
は整備されていた。育児・介護休業
制度をはじめとして、所定の労働時
間を短縮する時短勤務制度、看護・
介護休暇制度などである。長期休業
からの復帰後は、無理なく業務と育
児や介護との両立ができるよう配慮
している職場も多い。
　しかし、社員のニーズや昨今の社
会環境の変化に応えるまでには十分
で無いと考えていた。なぜなら、２
度の育児休業（以降、育休）と育児時
短勤務の経験から、私自身が課題や
弊害と感じたことがいくつかあった
からである。
（1）育休復帰後あるいは時短勤務中

仮説の立案

仮説立案からの
プロジェクト発足

＊優秀論文をはじめとした入賞論文を含
む一般論文の全文は、FUJITSUファミリ
会ホームページにて閲覧できます。
http://jp.fujitsu.com/family/article/

2016 年度優秀論文概要

ワークライフバランス実現に向けた支援とは
- 育児・介護社員に関する課題及び施策の仮説立案から効果検証を踏まえて -

瀬古 美菜子 氏
小林クリエイト株式会社

FUJITSUファミリ会論文

【論文要旨】

【論文概要】
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の評価方法・評価視点が不透明
（2）時短勤務中の業務課題の質・レ
ベルが低くなりがち
（3）育児と両立しながらの中長期的
なキャリアがイメージできない
　共通してその先に見えるのは、い
わゆるマミートラックである。育児
社員のキャリア形成や仕事の活躍の
場を広げるための制度や運用、社内
風土が不足している。育児社員の意
欲の減退や職場全体の生産性の低下
にもつながりかねない。育児社員に
ヒアリングを取ったところ、仮説を
裏打ちするような声が複数寄せら
れ、危機感を覚えた。
　一方、介護社員については誰が対
象で具体的にどのような問題を抱え
ているのか、周囲や担当部門に聞い
ても分からない状況であった。しか
し、当社社員の年齢構成比（図）を見
ると、介護世代と呼ばれる50歳台以
上が 3 割を占め、5 年後には 4 割に
増加の見込みである。問題が発生し
てからでは手遅れとなる可能性が
高い。
　介護社員に関する情報が見えない
中、潜在的な課題が多く潜んでいる
との仮説を立て、まずは課題を可視
化させることが必要であると考えた。

　取り組み開始前の3年間、育児・
介護社員の離職率は若干の増加傾向
にあったが、取り組みを開始して約
1年で、同離職率は前年度から 0.4％
改善された。相談窓口への相談対応
の結果もあるが、会社として育児・
介護社員を大切にする姿勢が及ぼす
影響が大きかったと考える。
　育休復帰者支援カリキュラムを受
けた社員からは、「上司との面談や
評価制度の説明を通して、自分に求
められていることや期待されている
ことが分かり復帰後の働き方が明確
になった」との声があった。
　また、時短フレックスタイム制度
については勤務時間に制約がある社
員の約半数が当制度に切り替えてお
り、導入先の職場からは感謝の声が
多数寄せられた。「繁閑業務への対応
が可能となり当事者・職場共に生産
性が上がった」「任せられる業務範囲
が広がることで当事者の仕事へのや

る気やモチベーションが高まった」
ことが要因である。時短勤務からフ
ルタイム勤務への早期移行を促す
切っ掛けになったとの報告もあった。

　育児・介護に関する休業・休暇制
度の見直しなど、世間情勢や社員の
ニーズを鑑みた施策展開を現在予定
している。また、より柔軟な働き方
改革のための施策として、テレワー
ク導入についても検討を進めている
ところである。
　一方、生産工場の現場で働く社員
の場合、フレックスタイム制度やテ
レワークの利用が難しい。そのため、
職種を問わずより多くの社員が仕事
と育児・介護の両立の見通しを立て
ることができるような方策について
も併せて検討を進めていきたい。

各課題に対して必要な施策を検討し、具体的な実施事項の
洗い出しを行った。各施策の検討から導入までの期間は2～
4ヶ月とし、短期間でスピード感を持って進める計画とした。

※マミートラック：子供を持つ女性の働き
方の一つで、仕事と子育ての両立はできる
ものの、昇進・昇格とは縁遠いキャリアコー
スのこと

表　課題に対する施策の導入計画

離職の抑制と
パフォーマンスの向上

取り組みの効果

育児・介護社員への
更なる施策展開

今後の課題と展望※

図　 当社社員の年齢構成比（2015.10 現在）
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